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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

心豊かな人間

性の涵養と基

本的生活習慣

の確立 

「校訓の示す意味が 

理解できる」生徒 100% 

全体 95.9％ 

１年 96.2％ 

２年 92.8％ 

３年 98.8％ 

Ｂ 

校訓を知っている生徒は多い

と思うが、理解しているかど

うかは疑問がある。進路指導

における面接練習など、校訓

を意識する場面を設けて指導

する必要がある。 

年間平均貸出冊数 2.0 

冊/人以上 

年間平均貸出冊

数 2.2冊/人 
Ａ 

図書館オリエンテーション、

図書紹介、クラス貸出図書、

教科との連携等、生徒の利用

を促す取組を実施した。 

「あいさつ運動に参加 

した」生徒・保護者数 

延べ 600人以上 

２学期末まで

で、生徒延べ

2000人以上 

Ａ 

運動部を中心に曜日ごとに担

当を決めて実施した。今後元

気な挨拶が相互にできように

なるとより良い。 

ＰＴＡ活動としては、年間８

回実施し、役員が延べ 63人参

加した。 

「信頼できる教職員が 

いる」生徒 80%以上 

全体 86.2％ 

１年 83.4％ 

２年 84.1％ 

３年 91.9％ 

Ａ 

１年部では、生徒に寄り添っ

た指導を意識して行った。２

年部では、教員間で連絡を密

にし、様々な場面で複数の教

員で対応した。３年部では、

教員が生徒の個性を温かく受

け入れており、生徒が安心し

て生活できた。 

欠席率１％以下（出停 

を除く） 

出席停止を除く

欠席率 

全体 2.39％ 

１年 1.88％ 

２年 3.47％ 

３年 1.81％ 

Ｃ 

登校することへの心構えを改

めさせる指導が必要である

が、少しくらい体調が悪くて

も学校に来るという時代でも

なく、欠席に対するハードル

が下がっている状況の中で、

設定した数値目標の達成は難

しいと感じている。ただし、

定期テストなどを安易に欠席

する状況は改善が必要。 

「いじめ調査」により

問題把握から迅速な対

応に努め、対応遅延件

数０件 

「いじめ調査」

を年３回実施

し、生徒の様子

を職員と情報共

有した。 

Ｂ 

個々の教職員と連携をとり、

気になる生徒の情報共有がで

きた。悩みを抱える生徒とス

クールカウンセラーをつなげ

ることができた。「いじめ調

査」の実施方法等について、

今後改善が必要である。 



様式第３号 

イ 

基礎学力の定

着と農業の専

門性の向上 

ＩＣＴ機器を活用し 

た授業実践する教員 

100% 

90％程度の実施 Ｂ 

研修課、情報課と連携して研

修を行い、その成果が表れて

きている。一方で、ＩＣＴ機

器を使える環境も徐々に整っ

ているが、接続の不安定さや

本館以外で繋がらないところ

など、ICT機器利用 100％を前

提とするにはまだまだ環境整

備が必要である。 

家庭学習「ほとんど 

しない」の割合を前 

年比 20％削減 

「ほとんどしな

い」生徒の割合 

令和４年度

37.9％ 

令和５年度 

32.8％ 

およそ 15%程度

の減少 

Ｂ 

スタディサプリなどを活用

し、家庭学習の機会が増えて

きているが、それが意識され

ていない生徒もいる。また、

引き続き学習とそれを積み重

ねる必要性を理解させる指導

も必要である。 

ＩＣＴ研修会の開催 

３回/年以上 
３回／年 実施 Ａ 

研修課及び情報課で連携し

て、外部講師及び教科内での

研修を予定通り実施した。 

ＪＧＡＰ承認継続と 

県ＧＡＰ認証取得新規 

２件 

２件 

ＪＧＡＰ承認継

続 

県ＧＡＰ認証新

規取得(スイカ) 

Ａ 

教科「農業と環境(スイカ)」

で県ＧＡＰを認証できた。審

査会には生徒が立ち会って説

明した。 

課題研究＋部活動等で 

県大会優秀レベルの発 

表３本以上 

各種発表県大会

優秀３本、全国

大会農業情報処

理競技会にて最

優秀 

Ａ 
全国大会の情報処理競技会で

最優秀、農業鑑定で２人入賞 

Ｒ７農業クラブ関東

大会に向けた事務局

の整備 

第３専門委員会

を実施、ポスタ

ー、スローガン

募集 

Ａ 

実施大綱を定め、他校との協

力体制を整えながら、着実に

準備が進んでいる。 

ウ 

学校行事や部

活動により、

主体的に取り

組む態度と実

践力を育成 

「磐農の学校文化・風 

土を理解し継承でき 

た」生徒の 80％以上 

校風や伝統を理

解している生徒 

全体 94.0％ 

１年 97.3％ 

２年 90.7％ 

３年 93.7％ 

継承できたもの 

全体 88.7％ 

１年 90.4％ 

２年 83.9％ 

３年 93.1％ 

Ａ 

新型コロナ感染症の５類移行

に伴い、各種学校行事がコロ

ナ禍前の形に戻って実施でき

た。一方で、演習林実習が本

年度からなくなり、農業高校

の特徴的な行事がなくなっ

た。 

「学習や行事・部活動 

の場面で自ら主体的に 

取り組めた」生徒 

50％以上 

全体 95.7％ 

１年 96.3％ 

２年 94.6％ 

３年 96.3％ 

Ａ 

どの学年の生徒も、澄水祭や

体育大会、部活動を中心に率

先して、熱心に活動する姿が

見られた。 

全国大会出場３部

活、県大会出場５部

活以上 

全国大会出場２

部

（水泳・馬術） 

Ｂ 

農業クラブ活動では２件の全

国大会出場実績がある。 

うち１件は日本一。 
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県大会出場４部

（水泳・陸上馬術・バドミントン・囲碁将棋） 

地域活動・ボランテ

ィア活動・海外研修

等で「具体的な行動

実践ができた」生徒

80%以上 

地域活動やボラ

ンティア活動へ

参加した生徒 

全体 52.1％ 

１年 58.8％ 

２年 49.5％ 

３年 47.2％ 

国際交流活動へ

取り組んだ生徒

（オンライン含

む） 

全体 8.8％ 

１年 4.2％ 

２年 17.0％ 

３年 5.0％ 

Ｂ 

地域活動では、農業クラブ本

部で軽トラ市や産業振興フェ

ア等に積極的に参加した。国

際交流では、タイ王国パヤオ

農工・台湾 zoom交流を行っ

た。また、３名の生徒が個人

的に農業をテーマにした海外

研修に参加した。 

エ 

将来を見据え

たキャリア教

育の推進と進

路実現 

進路決定率 100% 

進路決定率

100％ 

自分の進路に満

足している 

97.5％ 

Ａ 
第３学年在籍生徒全員の卒業

後の進路が決定した。 

学科関連への進路選 

択者 50%以上 

就職者 20.9％ 

進学者 45.5％ 
Ｂ 

昨年から横ばい。農業科と連

携した授業の展開とキャリア

形成、地域との関係、生徒・

保護者の理解等がかみ合って

こそ目標達成の道が見えてく

ると感じる。インターンシッ

プの重要性を考えたい。た

だ、食品系の製造業は特に数

が少なく、推奨するのが難し

い状況にある。 

国公立大学進学者 10

人以上(各科複数名) 
２人 Ｃ 

国公立大学進学者を 10人出す

ためには、希望者は 20人くら

い必要。担任指導の段階か

ら、元々希望者が少なかっ

た。生徒の１割が国公立大学

への進学を目指すような「特

進」体制の構築と、生徒・保

護者、中学校への周知が必須

である。 

オ 

地域に信頼さ

れる基幹施設

の地位を確立 

学校ＨＰ情報更新件 

数 1.0件/日以上 

数値目標を若干

下回るが、本年

度開設した

Instagramと合

わせると、学校

活動がある日は

ほとんど更新し

ている。 

Ｂ 

写真入りの記事を多く更新す

ると、ＨＰサーバーの容量を

超える恐れがあるため、本年

度から Instagramを開始し、

ＨＰとの併用を開始した。農

業部では日々の授業や行事の

情報をアップしている。 

「地域との連携が積 

極的に行われてい 

る」学校運営協議委 

農産物の販売

や、幼保賞など

との交流など、

 

 

Ａ 

地域とのつながりの中で、磐

田農業高校生としての姿を見

せることが、学校としての最
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員による評価オールＡ 地域との連携は

高く評価してい

ただいた。 

大のＰＲの場になるという意

識を持たせながら、継続して

いきたい。 

交流事業の点検、取 

捨 

例年通りの交流

事業を行った。 
Ｂ 

フォアフロント体験教室等の

新規の交流事業が増えた。点

検・取捨は今後検討が必要。 

地域人材や地元大学 

等の活用と交流実績 

10回/年以上 

講師招請授業 27件 Ａ 

高度外部人材の活用、大学コ

ンソーシアムを利用し各学科

で積極的に実施している。学

科企業ガイダンスや磐農イン

ターンシップ等を実践した。 

ふじのくに中学校と 

の重大トラブル０件 

（中・高間共用ルー 

ルの確立） 

大きなトラブル

は生じていな

い。 

Ａ 

今後の中学校の在り方を再確

認する。年次進行で増えてい

くことが予想される共用スペ

ースの使用ルールについて、

早急に協議する必要がある。 

カ 

適正かつ実効

性ある学校経

営管理 

働き方改革の推進(業 

務内容の取捨、労務 

意識の向上) 

「文化の匠」「ス

ポーツエキスパ

ート」等の事業

の活用により、

部活動顧問の負

担軽減を図って

いる。 

Ｂ 

行事や業務の精選、会議等の

効率化など、さらなる工夫が

必要。部活動指導に関して

は、地域移行が本格的に進ま

ない限り、根本定な改善は困

難な状況にある 

学校経営目標に沿っ 

た計画的予算の執行 

学科予算を編

成・改善した。 
Ａ 

予算減により執行に苦慮し

た。光熱水費の高騰物価高が

追い打ちをかけた。農業部で

は学習内容と予算の一体化の

方針の基、学科予算を編成し

執行した。 

適正な会計事務の執 

行 

12月現在 

注意事項２件 
 Ｂ 

会計事務検査において注意を

受けた。今後も適正な事務処

理を行う。 

学習計画に即した農 

業会計の円滑な処理 

学科予算の編成 

県費・私費・農

業会計の改善 

 Ａ 

事務室と農業部で連携し会計

処理を行った。また、農業部

でも減少している予算への対

応を検討している。学校徴収

金の明瞭化ができた。 

大日山演習林の移管

処理 

演習林返還手続

きの開始 

閉山式の計画 

 Ａ 

県と連携して返還事務業務を

行っている。農業部では閉山

式の計画を立案した。 

 


